様式第１号

	請　　　　　　　書

	工事名
	

	工事場所
	　　　　飯豊町大字　　　　　　　　　　　　地内

	工期
	　　着　工　　　　　　　年　　月　　日

　　完　成　　　　　　　年　　月　　日

	請負代金額
	　　　￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

　　　内　　工事代金額 　　　　　￥　　　　　　　　　　　　　円　　

　　　訳　　取引に係る消費税及び地方消費税　　　　￥　　　　　　　　　　　　　円　　



	図面及び仕様書
	　　　　別紙のとおり

	摘要
	

	　　上記について、別記事項を遵守し、確実に完成いたします。

　　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受注者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所又は所在地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　　　　飯豊町長　　　　　　　　様




  別記事項
記
　（定義）
第１条　この条項において「甲」とは飯豊町長を、「乙」とは受注者をいう。
（完成の通知）
第２条　乙は工事を完成したときは、建設工事請負契約約款（令和２年飯豊町告示第５２号）第３３条に定める完成通知書により甲に通知するものとする。
（履行遅滞の場合における損害金等）
第３条　乙の責に帰すべき事由により工期内に工事を完成することができない場合においては、甲は、損害金の支払を乙に請求することができる。

２　前項の損害金の額は、請負代金額から出来形部分に相応する請負代金額を控除した額につき、遅延日数に応じ、年２．５パーセントの割合で計算した額とする。

３　前２項までに規定する損害金の徴収は、請負代金額から控除する方法により行うものとする。

（工期の延長）
第４条　乙は契約工事を工期内に完成することができないときは、甲に工期延長を申請するものとする。この場合において、乙は天災その他不可抗力による場合を除き請負金額につき遅滞日数に応じ､年２．５パーセントの割合で計算した損害金を納付するものとする。
（契約の解除）
第５条　乙が契約を履行しないために、甲が契約を解除した場合、乙は異議を申し立てないものとする。この場合において、乙は、請負代金額の１０分の１に相当する違約金を納付するものとする。
（契約不適合責任）

第６条　工事目的物がこの契約の内容に適合しないものである場合において、甲がその不適合を知ったときから１年以内にその旨を通知した場合は、乙は契約不適合の責任を負うものとする。
（その他）
第７条　この条項に定めのない事項については、必要に応じ、甲、乙協議してこれを定めるものとする。
